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水生植物刈取船運用委託業務仕様書 

 

第１章 総則 

１ 適用 

本仕様書は福島県（以下「甲」という。）が行う「水生植物刈取船運用委託業

務」に適用する。 

 

２ 通則 

本業務の実施にあたっては、本仕様書により実施するものとする。 

 

３ 目的 

猪苗代湖に生育する水生植物のうち、近年繁茂面積を拡大しているヒシについ

て、甲が令和３年度に導入した水生植物刈取船（以下、「刈取船」という。）を

利用し、刈取りを行うことを目的とする。 

 

４ 契約期間 

契約締結の日から令和５年３月３１日まで 

 

５ 疑義 

本業務の実施にあたり、仕様書等に明示なき事項がある場合又は疑義が生じた

場合には、受託者（以下「乙」という。）は速やかに甲に申し出て協議するもの

とする。 

 

６ 打ち合わせ 

打ち合わせの時期、回数については、業務開始時、業務実施中、成果品納品時

の計３回行うものとするが、適正かつ円滑に事業を遂行するため、乙は適宜、甲

と連絡を取りながら事業を実施するものとする。 

 

７ 安全管理等 

乙は、業務履行にあたり、交通、気象、地域状況を十分把握し、作業員の人身

事故はもとより第三者に危害を及ぼさないように関係法令の遵守及び安全管理に

万全の措置を講じるものとする。 

本業務に関して、第三者に損害を与えた場合は、乙の責任において措置するも

のとする。 

 

８ 提出書類 

乙は次の各号における書類を遅滞なく、甲に提出しなければならない。 

（１） 委託業務着手届（様式第１号）（契約締結後速やかに） 

（２） 主任技術者通知書（様式第２号）（契約締結後速やかに） 

（３） 作業工程表（任意様式）（契約締結後速やかに） 
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（４） 委託業務完了届（様式第３号）（業務完了後、遅滞なく） 

（５） 結果報告書（任意様式）（業務完了後、遅滞なく） 

（６） その他業務遂行上必要と認められるもので、甲が指示したもの 

 

９ 委託料の支払い 

本業務の委託料の支払いについては、次の各号に掲げる書類とする。 

（１）水生植物刈取船委託業務契約書契約書第９条第１項に定める委託料の請求

については、（様式第４号）のとおりとする。 

（２）水生植物刈取船委託業務契約書第９条第４項に定める委託料概算払請求書

については、（様式第５号）のとおりとする。 

（３）水生植物刈取船委託業務契約書第９条第６項に定める委託料概算払精算書

については、（様式第６号）のとおりとする。 

 

第２章 業務の実施 

１０ 業務内容 

本業務は、ヒシの刈取りや運搬及びこれに付随する業務を行う。 

実施時期は、猪苗代湖に生育するヒシが十分に成長した時期から枯死する前ま

での時期に行う。（概ね７月から１０月の間で約５０日間（１日あたり６時

間）） 

実施場所は、ヒシが多く繁茂する猪苗代湖北岸（松橋浜・青浜～小黒川河口

付近）を想定しているが、業務開始前に甲が所有するドローンで繁茂状況を

把握し、甲と協議したのち決定する。 

ドローンの取扱いについては、甲が所有するドローンを貸与することを基

本とするが、詳細については、甲と協議の上、決定する。 

（１） ヒシの刈取り 

刈取船でヒシを刈り取る。刈り取ったヒシは刈取船から水生植物運搬船

（以下、「運搬船」という。）に湖上で積み替えを行う。運搬船は小黒川

河口において、ラフタークレーン（以下、「クレーン」という。）でモッ

コ（水生植物の受け網）ごと、陸揚げし、水生植物運搬車両（以下、「運

搬車両」という。）へ積み替える。 

（２） ヒシの運搬及びこれに付随する業務 

回収したヒシを県が指定する土地へ運搬し、運搬車のダンプアップにより荷

下ろしを行うものとする。なお、土地の使用にあたっては水草の飛散・流

出等の苦情が生じないよう維持管理するものとする。 

１０（１）、（２）を繰り返す。 

（３） 結果の報告 

乙は、１０（１）、（２）の維持管理を除く業務を実施し、回収したヒシの

量や刈取面積等の結果がまとまった時点で中間報告書を提出する。また、履行

期限までに結果報告書（紙媒体（Ａ４版カラー３部）のほか、電子データ（参

考資料含む）を格納したＣＤ－Ｒ等１枚を提出）を甲に提出する。 
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（４） 環境学習への協力 

刈取船に関して、猪苗代湖における環境学習の機会において、展示やデモ稼

働等、甲の要請に協力する。 

 

１１ その他 

（１） 刈取船やその付属品（モッコ等）は県から貸与する。それ以外の船

舶や重機、物品、燃料等については、乙が準備する。また、作業に必

要な資格を有した人員について、乙の責任で確保する。 

（２） 甲より貸与した物品等について、適切な管理を行う。破損等した場

合には乙の責任で現状復旧に努める。なお、経年劣化や摩耗など適切

な使用で生じたものについては、その限りではない。 

（３） 業務実施にあたり、日常の点検を作業開始前や後に実施する。その

際、作業日報を作成し、最終的には結果報告書に添付する。また、日

常点検での対応が難しいと判断される事象が生じた場合、速やかに甲

に連絡するとともに、甲の指示に従い、適切に対応する。 

（４） 業務実施にあたり、必要な手続き（保管場所の賃借、法令の届出や

許認可等）については甲が行うが、１１（１）に記載した資格等に関

するものは除く。また、業務実施にあたり、新たに必要な手続きが生

じた場合、甲に連絡し、協議の上、対応する。 

（５） 刈取船の一般的な取扱い（刈取船の操縦やヒシの刈取り、刈取船の

メンテナンス等）に関して、甲が実施する研修を受講する。 

（６） 本仕様書に記載されていない事項であっても、業務遂行にあたり必

要な事項については、甲と相談の上、乙の責任のもとで充足する。 


